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チンパンジ （ーn = 10）末梢血より DNAを抽出し，
癌と関連する可能性が示唆されている 17の遺伝子多型



































































































































［方法］9月 16日から 12月 19日まで，各対象メ
スにつき基本的に 2日に 1回，糞を採集した． Fujita et 
al. (2001) の方法に従い，糞中ホルモンの抽出と E1C お


















3亜種， スマトラ島(3地域)に生息する Hylobates agilis 
agilis, カリマンタン島に生息する H. agilis albibarbis，マ
レーシアに生息する H. agilis unkoを対象に，Songのグ
レートコール部分の音響的特徴を分析比較した．  
グレートコールから 58個の変数を割り出し，これ
らの変数を用いて主成分分析を行い 7つの成分に縮約
し，この 7つの成分の成分得点をもちいて判別分析を行
った．スマトラ，カリマンタン，マレーシアの 3地域で
判別分析を行った結果，96.4％と高い判別的中率がえら
れた．スマトラ島内の 3地域だけで判別分析した結果は，
61.8％の判別的中率であった．結果から，カリマンタン，
